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たコアグラーゼ陽性菌の耐性株を検討した結果，多
剤耐性株の高率K存在する事を知った。 
9. 腸間膜裏腫の 1治験例
佐伯ー普(沼津市立病院)
腸間膜嚢腫は比較的稀な疾患とされているが，当
教室に於ても最近この 1例を経験した。
患者は 51才の女子， 腹部腫癌を主訴として来院 
し， 諸種検査の結果， 拝臓体部癌の疑にて 5月 27 
日開腹手術を施行せる所，	 トライツ氏靭帯に臨めて 
接した空腸々間膜に発生した多房性の紫液性嚢憾で
ある事が判明した。依ってこれを剃出，患者は術後 
11日比て全治退院した。
本嚢腫は組織学的は胎生期の迷芽lと基く極めて稀
有なるものと思われる。尚筆者は腸間膜嚢臆の最近
10年間の本邦例 56例を，	 諸家の報告と比較検討し 
た結果，本症例の如く腸間膜根部に発生せるものの
稀な事を述べ腸管膜嚢腫全般に就て統計的観察を試
みた。 
10. 胃切除術後障害の為ピルロート 11法をビ
ルロート	 I法に改善した教室の症例
嶋田俊恒
Bll法胃切除術後消化性潰療の 1例を報告すると
共lζ，中山外科教室において施行した Bll→ BI再
手術症例i乙関して統計的観察を行った。症例， 47才
男子，主訴，心宮部痛，黒色便，昭 28.9.某病院で十
二指腸潰療の為 Bll法胃切除を受け， 約 1年後よ
り心宵部痛起り， 昭 34.5.より黒色便排世。昭 34.
6. 18 Bll法結腸前吻合(ブラウン吻合(ー))を BI 
法中山式に再手術して全治した。別出標本でほ吻合
部空腸側，輸出脚， K各 1個の大豆大の潰療を認め
Tこ。室教において昭 21.1より昭 34.11までに Bll
法術後障害Iζ対して施行した BIT→ BI再手術はこ
れで 18例K達したが， 再手術時所見では高度の癒
着 7例，術後消化性潰湯 4例，機質的変化の殆んど 
見られぬもの 4例，高度の胃炎 2例，管腔内縫合糸
露出 1例で、あった。再手術による死亡はなく，遠隔
成績では全例の約 90%に全治乃至軽快を見た。
11. 小児牌腫の 1泊験例
西村 明(大学院)
患者は 13才女子。家族歴lζは特記事項なし。生
後 27日自に丹毒lζ擢患。主訴は吐血， 貧血，牌腫
で昭和 32年貧血現われ， 鉄剤投与にて効果なく鼻 
出血次第に多くなり，本年 8月下院i，発熱，吐血を
みた。入院時皮膚蒼白，食欲不振で肝は右肋弓下二
横指触れ，牌は小児頭大硬く表面平滑，境界鮮明，
辺縁鋭利，圧痛を認めない。潜血反応陽性。低色素
性貧血，白血球減少，血小板減少を示し血液凝固時
間，出血時間，毛細管抵抗いずれも正常。肝機能は
軽度障碍。アドレナリン試験で牌は著名な縮小をみ
Tこ。レ線的K左季肋下に小児頭大の腫癌陰影を認め
rこ。入院後輸血，鉄斉lj止血剤投与を行うも著効なく
10月 21日梓尾側牌合併切除を行った。牌は所謂フ
ィブロアデニー像を呈していた。術後経過良好で第
16病日比退院した。従来小児のパンチ症候群は稀 
とされているが，我々は最近 1例を得たので，小児
牌腫を併せて文献的考察を加え報告した。尚本例は
当教室において第 3例目である。 
12. 	 胃紡錘細胞肉腫の 1治験例
浜野恭一
最近私は比較的稀れな疾患とされている胃肉腫の 
1例を経験し，手術 lとより全治させたので報告す
る。症例は 53才， 男子，	 主訴は通過障害である。
レ線検査で噴門部より食道下部にかけて腫:屈による
大きな陰影欠損を認めた。噴門癌の診断で、開腹，腫 
腐は噴門部にあり，小児手拳大でリンパ腺転移を殆
んど認めず噴門切除術を施行，全治退院した。組織
学的検索の結果，噴門部より一部食道粘膜下に浸潤
せる胃紡錘細胞肉眼であった。
胃肉腫は現在まで本邦で 165例報告され，教室に
於ても 7例を数えるが胃紡錘細胞肉腫は未だ 12例J 
K過ぎず教室K於ては n住1例のみである。更に内外
文献により胃肉腫の発生頻度，好発年令，好発部位，
分類，診断等比五つて考察を試みた。 
13. 尿管結石に伴う巨大水腎症 2例について
星野那夫
最近，数室で， 61才の男子に発生した左側巨大水
腎症で，尿路感染を続発せる為，益々大さ増加し，
且つ全身状態を悪化せしめた例があった。穿刺排液
せる後，成人頭大の左腎を別出したが，内容は全量 
10.71で尿管起始部より 2cmの所に小指頭大の穫
酸石灰石を認めた。 乙の患者は術後 15日自に全治
退院した。更に 70才男子lζ生じた内容 1.51の結石
性左側巨大水腎症を経験したので併せて報告する。
両者共牌陸を疑われて入院し，腎孟撮影等レ線検査
により腎腫と判明，穿刺液検査により腎水腫と診断
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された。 
101以上巨大水腎症治験例は欧米に於て信頼し得
る報告 11例，本邦に於て 6例，教室K於ける 11以
上症例 7 例である。概して 20~30 才男子の左側に
多く，成因に関しては落合の実験lとより尿管上部Iζ
狭窄ある時，巨大となるととが立証されている。 
14. 先天性肝嚢腫の 1治験例
御子柴幸男(下都賀病院外科) 
65才の女について比較的稀な疾患とされている
肝嚢腫の内，左肝葉全体を占め内容約 800cc K及ぶ
孤立性単胞性嚢腫を術前触診，胃レ線検査に於ける
胃の左側への圧排像更に腹壁を通して嚢腫の穿刺を
行い乙れが診断を下して開腹し，左肝葉の切除を行
って治癒せしめた。
病理組織学的には内壁は扇平細胞で覆われ胆管の
一部増殖と間質の増殖，更に肝組織も軽度の増殖を
示していたが腺臆の構造はなかった。叉嚢腫の内容
も淡黄色を帯びた繋液で寄生虫及びその卵等を認め
ず細菌も塗沫，培養共に陰性であったので確かに先
天性嚢腫であろう。腎臓其他の臓器l乙嚢胞を併発す
るζ ともなく肝機能も正常であり術後経過は良好で
あり予後もよいと考える。 
15. 術後 Enterocolitisの 1治験例
福田俊夫(熱海官腸病院)
我々はたまたま，胆石の為胆嚢易IJ出後，合併せる
所謂術後 Enterocoli tisの1例に遭遇し，是を全治
せしめ得た。本症は極めて死亡率が高く，難治とき
れているが，本例iζ於ても大量の下血を主徴として
発熱，頻脈，白血球増多等を伴い，屡々ショック状
態lζ陥りながら，約 2週間の重篤な経過をたどった。
然し，幸い依復し， 4カ月後全治退院したものであ
る。此の間に於て我々は，比較的詳細に各種検査を
施行し得たので，白血球の著明な増加，血色素の高
度の低下，血液像，出血時間及び凝固時間，糞便中
細菌の抗生剤l乙対する感受性試験，強い肝機能障碍
の推移等，経過を追って得た一連の諸検査成績を報
告して御参考K供し，次l乙兎角も治癒lと導き得た治
療に就いて，大量の新鮮血輸血，副腎皮質ホルモン
及び抗生剤の併用が可成り効果が認められた事を述
べ，其の概要を報告する。 
16. 噴門側胃体部及び幽門部に同柱上皮癌のみ
られた 1例
西村忠雄(幸手協同病院)
患者 59才男，術前レ線所見で幽門癌及び体部腫
療の診断のもと胃切除術を施行するに，ド!yj門部l乙鷲
卵大潰蕩形成し，境界鮮明なる癌腫がみられ，それ
より口側へ 12cm離れて休部後壁に胡桃大ポリープ
状の腫蕩を認めた。両腫蕩聞は肉眼的l乙変化はみら
れない。幽門部の癌腫は組織学的に円柱上皮癌で浸
潤は筋層lζ及んでいる。体部は大部分が癌性変化を
示した円上皮癌で一部粘膜下層に浸潤し，癌細胞の
聞に未だ健常な上皮組織が混在している。両腫癖聞
には組織学的l乙腫蕩細胞を認めず。以上体部のポリ
ープ状腫蕩は組織発生学的に原発性で且つ初期なる
ものと考察する事により，本症例は幽門部及び体部
に生じた重複癌である。本邦iζ於ける胃重複癌は治
験例を加え 12例である。 
17. 試験管内における人体白血球のぶどう球菌
初期食菌実験
柏木 登(大学院) 
Coagulase産生能は病原性ぶどう球菌の一つの特
徴と考えられているが，人体白血球の食作用に対し 
Coagulase陽性菌と陰性菌はどの様な態度の相違を
示すであろうか。人体白血球血紫浮瀞液(1.4x107I 
ml)に培養菌液(1.7X 103/ml)を合わせ時間を追
って塗沫鏡検すると，陰性菌の場合は 120分で細胞 
1個当り 10個以上の菌を食菌したが， 陽性菌の場
合には Coagulaseの作用で血撲中氏 Fibrinがジエ
リー状の細かい塊となって析出し，菌はその中に包
埋されて白血球は食作用が発揮出来なくなる。では
一旦白血球内に入った両者の菌の相違はどうか。各
時間ごとに食菌中の白血球のサンプJレを洗い，白血
球内の生存菌数を，染めて見られる菌数と比較する
と，陽性菌の場合Kは細胞に入った初期Kは両者は
ほとんど一致した値を示すが，陰性菌の場合には，
初期にすでに 50%以上の菌が死滅してしまう事が
実験的に確かめられた。 
18. Ehrlich腹水癌マウスの肝 s-Glucuronidase
について
福田 陽(大学院)
担癌生体においては，腫蕩組織そのもの，及び血
清中の s-，-G の増強が，一般に認められているが，
その病態生化学的意義は未だ明らかでない点が多々
